
28 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本数 15 (15) 13 (13) 13 (13) 13 (13) 15 (15)

本数 11 (11) 10 (10) 10 (10) 10 (10) 11 (11)

本数 3 (3) 2 (2) 2 (2) 2 (2) 3 (3)

本数 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

5

1

施　策　名

基本目標名

＜施策実感度調査結果＞※26年度までは「満足度」

24年度 25年度

関係課名

施策Ｎｏ． 林業の振興

主管課名 農林水産課

平成

基本目標№ にぎわい、活力あるまち

行
　
政

・林業生産基盤の整備と林業経営の安定化を図ります。
・林業の担い手や後継者育成の支援を行います。
・うおづ産材の需要拡大と木材の多面的な活用を検討します。

（
地
域

）

そ
の
他

・関係機関・団体（森林組合等）と連携して、林業の振興に努めます。

都市計画課

施策が目指す
すがた

・健全な人工林が育成され、森林も保全されています。
・作業道や林道が整備され、効率的な森林施業が行われています。
・林業を担う人材が育ち、活き活きと働いています。
・地場産材の需要が拡大し、地場の林業・木材産業が活性化しています。

施策の成果向上
に向けての住民
と行政との役割

分担や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・ぬくもりのある地場産の木材を活用します。植樹など森林を守る活動にも参加します。
・事業者は、効率的な森林施業を行いながら地場産木材の需要拡大と担い手の育成に積極的に取り組みます。

0.487 0.756

＜施策重要度調査結果＞

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

26年度 27年度 28年度

-0.263-0.095 -0.293-0.053 -0.013

0.443 0.7290.405

市民意識
調査結果

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） － 51,354

27年度実績 28年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

区　　　　　分 23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度実績

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

67,051

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計 － 17,348 14,918 9,848 3,362 15,532

67,225 41,421 42,301 84,583

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － 30,406 50,207 30,573 37,539

31

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － 4,974 3,100 2,180 2,620 4,120

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 － 36 35 27 27

2,000

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 －

16,937

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） － 73,235 80,226 50,974 53,255 101,520

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － 21,881 13,001 9,553 10,954

施策の
トータルコスト

2,377
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 － 3,600 2,100 1,000 1,400

951 980 1,981
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上
円 －

参　考
１時間あたりの平均人件費 － 4,399 4,194 4,382 4,181 4,111

254 397
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

　同　　　上
円 － 1,653 1,822 1,170 1,234

効率性
指　標

市民１人あたりにおける施策の
円 － 1,159 1,527

494 295 219

42,706魚津市の人口（各年度12月末時点） － 44,315 44,036 43,555 43,152

1 / 6



1

2

3 ◎

4 ◎

5

6

7

8 ◎

9 ○

10 ○

11 ○

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

県営林道事業

市単独林道事業

団体営林道舗装交付金事業 農林水産課

0

27,069,120 7,880 Ａ

会計名

一般会計

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業①の目的（意図）

基本事業名①

【林道及び作業道の整備】　造林施業を行うための林道や作業道を整備しました。
≪県単独林業基盤整備事業≫御影線、奥東城１号線、山女線、別又僧ヶ岳線の改修工事を行いました。
≪県営林道事業≫県営基幹林道の別又嘉例沢線と福平東城線の開設工事が実施され市負担金（10％）を支払いました。
≪市単独林道事業≫林道の路面改修１件と側溝改良２件の工事を行いました。（林道常泉寺線他）
≪森林整備地域活動支援交付金事業≫３地区（島尻、三ヶ、片貝東部・西布施）において、森林経営計画に基づき施業集約化の
促進を図るための作業道の改良を行いました。
≪団体営林道舗装交付金事業≫林道坪野虎谷線の舗装工事（L=419m）を行いました。
【森林整備事業】
≪森林総合研究所分収造林事業、市行造林事業≫森林研究所島尻団地（759号）において、3.9haの間伐、作業道380mの整備
を行いました。また、市行造林地（室田　南平山）において、１haの間伐を行いました。
≪間伐促進事業≫三ヶ、東城、稗畠、東山、島尻、小川寺地内において、計32haの間伐を行いました。
【地域森林管理整備事業】
・森林境界などの基本的な現状の把握が困難となっている山村地域において、調査、測量を行い管理簿を作成しました。（H28実
績：三ヶ、島尻、大菅沼地内　計26ha）

健全な人工林が育成され、森林も保全されています。作業道や林道が整備され、効率的な森林施業が行われています。

林業生産基盤の整備強化

5 施　策　名 林業の振興

ｋｍ

ｈａ

作業路延長（累計）

森林整備面積（累計）

成果指標名

85

1,836

単位

2,748

119

4,400

125

2,893

124

目標値（上段）及び実績値（下段）実績値

H22年度

一般会計

125 125 125 125

128

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計 27,077,000

合　　計

H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ．

4,100

3,036

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

3,150 3,500 3,800

１次評価結果

森林総合研究所分収造林事業 2,182,000 2,027,920 154,080 -

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

農林水産課

森林整備地域活動支援交付金事業 3,690,000 3,456,000 234,000 Ａ 農林水産課

間伐促進事業 3,060,000 3,050,000 10,000 Ａ

農林水産課

市行造林事業 494,000 491,620 2,380 - 農林水産課

農林水産課

県単独林業基盤整備事業 11,116,480 11,076,771 39,709 Ａ 農林水産課

県単独森林整備事業 887,000 844,150 42,850 -

農林水産課

森林境界明確化支援事業 1,125,000 1,125,000 0 - 農林水産課

林業施設維持管理費 5,627,000 5,525,650 101,350 -

農林水産課

1,500,000 1,402,553 97,447 Ａ 農林水産課

24,549,014 10,982,703 13,566,311 Ａ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

81,307,494 67,051,487 14,256,007
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基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 林業関係団体振興事業 2,671,000 2,434,685 236,315 Ａ 農林水産課

一般会計 森林整備加速化・林業再生事業 27,210,000 12,368,000 14,842,000 Ａ 農林水産課

一般会計

林業を担う人材が育ち、活き活きと働いています。

【林業関係団体振興事業】
・関係団体とともに、次代を担う中核的人材を育成するための体制整備や新規就業者の確保・定着を図るための情報提供・各種
研修を引き続き行いました。
【森林整備加速化・林業再生事業】
・新川森林組合が木材の安定供給体制を確立させるために行った高性能林業機械（グラップル付トラック）の導入に対して支援を
行いました。
【とやま型冬期林業チャレンジ支援事業】（地方創生　H27年度～）
・林業従事者の通年雇用を確立させるため、冬期作業体系の実証事業を行い、４人の通年雇用を確保しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H32年度
(最終目標年度)

高性能機械による間伐面積（累計） ｈａ 29 265 315
720 830

木材加工場の木材売上量 ㎥ 1,215 1,579 1,186
2,700 3,000

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 5 施　策　名 林業の振興

林業経営基盤の整備強化と担い手育成

基本事業②の目的（意図）

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名②

365

H31年度

420 520 620

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

1,500 1,900 2,300

1,215

とやま型冬期林業チャレンジ支援事業 943,000 729,600 213,400 - 農林水産課

0

0

0

合　　計 30,824,000 15,532,285 15,291,715
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教育総務課

全国植樹祭開催準備事業(施策34③再掲) (37,600,000) (37,599,792) (208) - 農林水産課

0

0

基本事業③を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 うおづの木利用促進事業 2,000,000 2,000,000 0 Ａ 都市計画課

一般会計 地域拠点施設整備事業(施策1②再掲) (228,357,000) (189,152,854) (39,204,146) Ａ 地域協働課

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施策Ｎｏ． 5 施　策　名 林業の振興

地場産材の需要拡大

基本事業③の目的（意図） 地場産材の需要が拡大し、地場の林業・木材産業が活性化しています。

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

【うおづの木利用促進事業】
・魚津産材を使用した８件の個人住宅建築に対して、計2,000,000円の補助を行いました。
【地域拠点施設整備事業】（再掲）
・西布施地域活性化センターの建設において、魚津産材を123.01㎥使用しました。
【小学校整備事業（住吉・上中島・松倉統合小学校木造校舎新築事業）】（再掲）
・統合小学校の木造校舎新築のため、魚津産材の調達（581.912㎥）について契約を締結しました。
【全国植樹祭開催準備事業】（再掲）
・「第68回全国植樹祭」（平成29年５月28日　桃山運動公園）の開催準備を進めました。
　（施設改修（園路、クラブハウス、木柵等）、植樹会場・周辺整備、大会PR（懸垂幕、カウントダウンイベント、フラッグ設置等）、
飾花事業、おもてなし記念品など）
・「第68回全国植樹祭プレ大会」（第17回とやま森の祭典）を、平成28年５月22日（日）に桃山運動公園で開催しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H31年度 H32年度
(最終目標年度)

うおづの木利用促進事業における魚津産木材の使用
量

㎥ 115 53 93
284 300

0

基本事業名③

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

236 252 268

116

一般会計

一般会計 小学校整備事業(施策29④再掲) (1,650,520,000) (1,304,886,921) (345,633,079) Ｂ

0
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施 策 評 価 結 果 シ ー ト

施策Ｎｏ．

平成28年度の評
価結果（基本事
業の成果を考慮

し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①林業生産基盤の整備強化】
◆森林は、公益、多面的機能を有する資源であり、適切な管理を行っていく必要があります。国や県事業の活用や市単独事業により林道や作業道
の整備を行い、森林整備計画に基づき、「森林施業の実施」や「効率化や生産性向上のための生産基盤整備」を推進していきます。
◆森林の所有者や境界などの森林整備の基礎的データを整備し、計画的な整備を進めます。また、改正森林法に基づき林地台帳の整備を進めま
す。

【②林業経営基盤の整備強化と担い手育成】
◆林業の活性化のため、新規担い手の育成、確保が求められています。引き続き、「とやま型冬期林業チャレンジ支援事業」や「一次産業担い手
育成事業」を推進していきます。
◆循環型林業の実現や素材生産量の確保のため、新川森林組合の高性能林業機械（H29予定：フェラバンチャ―グラップル付バックホウ）の導入
に対して支援を行います。

【③地場産材の需要拡大】
◆林業経営者の所得確保のためには、魚津産木材の消費拡大が重要であることから、うおづの木使用総量の底上げを図るため、魚津産材を使用
した個人住宅建設に助成する「うおづの木利用促進事業」について、今後も更なる利用促進に取り組みます。
◆「第68回全国植樹祭」の開催を契機に、魚津の森づくりの取組みや魚津産木材等を全国にPRします。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①林業生産基盤の整備強化】
◆林道等の林業生産基盤の整備については、大幅な事業量は見込めず進捗はできないものの、関係機関との調整を行い優先順位を定めて進め
ています。作業道については、目標値を超えています。
◆森林整備は、本市での全国植樹祭の開催決定を受けて大きく増加しましたが、目標値を下回っています。森林は、公益、多面的機能を有する資
源であり、適切な管理を行っていく必要があります。

【②林業経営基盤の整備強化と担い手育成】
◆新川森林組合が３市２町（魚津市、滑川市、黒部市、入善町、朝日町）に係る森林整備を一体的に担っており、広域的な森林管理や整備を行っ
ています。人手不足の解消、作業の効率化、木材搬出等の強化のための高性能林業機械の導入を図っていかなければなりません。間伐面積は、
本市での全国植樹祭の開催決定を受けて大きく増加しましたが、目標値には達しまていません。
◆木材加工場における木材の売上量は、平成23年度から平成26年度までは目標値を上回る実績がありましたが、木材価格の低迷等が要因とな
り、平成27年度に減少に転じ、昨年は僅かに回復はしたものの、いまだ目標値を下回っています。

【③地場産材の需要拡大】
◆地場産材の利用促進事業における魚津産材の使用量については、目標値に及びませんが、昨年度と比較すると増加しました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成28年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①林業生産基盤の整備強化】
＜県単独林業基盤整備事業＞
◆御影線、奥東城１号線、山女線、別又僧ヶ岳線を整備しました。
＜市単独林道事業＞
◆林道の路面改修１件と側溝改良２件の工事を行いました。
＜森林整備地域活動支援交付金事業＞
◆３地区（島尻、三ヶ、片貝東部・西布施）において、森林経営計画に基づき施業集約化の促進を図るための作業道の改良を行いました。
＜地域森林管理整備事業＞
◆森林境界などの基本的な現状の把握が困難となっている三ヶ、島尻、大菅沼地内において、調査、測量を行い、管理簿を作成しました。森林境
界を明確にすることで、木材の搬出や森林管理・施業実施に役立ちます。
＜団体営林道舗装交付金事業＞
◆林道坪野虎谷線の舗装工事（L=419m）を行いました。
【②林業経営基盤の整備強化と担い手育成】
<森林整備加速化・林業再生事業>
◆３市２町（魚津市、滑川市、黒部市、入善町、朝日町）により、新川森林組合が木材の安定供給体制を図るために行った林業高性能林業機械（グ
ラップル付トラック）の導入に対する支援を行ったことで、木材搬出の効率化が図られました。
＜とやま型冬期林業チャレンジ支援事業＞（地方創生）
◆冬期作業体系の実証事業を行い、林業従事者4人の通年雇用を確保しました。冬期就労が確保され、通年雇用されることで、収入の安定と担い
手の確保育成に役立ちました。
【③地場産材の需要拡大】
<うおづの木利用促進事業>
◆魚津産材を使用した８件の個人住宅建築に対して、支援を行いました。
＜全国植樹祭開催準備事業＞（再掲）
◆「第68回全国植樹祭」（平成29年5月28日　桃山運動公園）の開催準備を進めました。
◆「第68回全国植樹祭プレ大会」（第17回とやま森の祭典）を、平成28年５月22日（日）に桃山運動公園で開催し、魚津市の林業や木材加工等のPR
につながりました。
＜地域拠点施設整備事業＞（再掲）
◆西布施地域活性化センターの建設においては、魚津産木材を123.01㎥使用して整備を行いました。
＜住吉・上中島・松倉統合小学校木造校舎新築事業＞（再掲）
◆統合統合小学校の建設について、魚津産木材を使用して整備するため、統合小学校の木造校舎新築のため、魚津産材の調達（581.912㎥）につ
いて契約を締結しました。

5 施　策　名 林業の振興
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施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

部会評価
（協議結果、今後
の方針及び課題
等について記載）

◆林道や作業道の維持管理や整備を推進するとともに、境界等の基礎的データを整備し適切な森林管理に努めること。
◆林業経営の効率化、安定を図るとともに、森林組合など林業関係団体と連携して担い手の育成に努めること。
◆「魚津市公共建築物木材利用推進方針」に基づき、魚津産木材の消費拡大、木材利用の普及啓発に努め、うおづの木利用向上に関する課題を
整理すること。
◆「第68回全国植樹祭」（平成29年５月28日　会場：桃山運動公園）の開催を契機に、これまで以上に緑化活動や森林保全に努めていくとともに、
「森づくりと海づくり」の連携を図り豊かな自然を守っていくこと。（再掲）

◆林道や作業道の維持管理や整備を推進し、境界等の基礎的データを整備するなど適切な森林管理を行います。
◆魚津産木材の消費拡大、木材利用の普及啓発に取り組みます。
◆林業の活性化のため、担い手の育成や確保に取り組みます。
◆森林保全や緑化活動を一層推進し、全国植樹祭の開催理念の継承に努めます。
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